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１．南三陸椿ものがたり復興 

 

南三陸町に多く自生しその実からとれる油が生活に使われる等、町民の記憶に様々な形で残る「椿」。

大津波や塩害にも耐え生き残ったその逞しい植生から、この町に生き続ける者たちが生き方を学び、

復興に向けた希望を共有するため、椿をテーマとした交流・まちづくり活動を継続して行った。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

 

（１）椿はな咲くまちづくりお茶会 

 

椿の話題をきっかけに町民どうしの交流を図り、新しい町への希望を共有する場として開催した。 

※今年度は復興公営住宅入居者を対象として実施。取組内容は、２－１節「復興公営住宅に関する取

り組み」を参照。 

 

（２）椿のまちづくり活動 

 

時期に応じて椿の種拾いや苗木の育成、植樹した苗木の世話等、幅広い層の町民や外部支援者も

参加しやすい催事を以下の通り実施した。 

    ※復興公営住宅での取り組みについては、２－１節「復興公営住宅に関する取り組み」参照。 

 

  ①椿の植樹活動        （別紙資料参照） 

日程 ５月 13日（土） 

場所 西宮神社参道（南三陸町志津川字天王山） 

参加 地区住民および支援者 27名 

内容 西宮ロータリークラブのご支援をいただき、災

害時に避難路となる神社参道に椿を植える「椿

の避難路」活動を実施した。 

 

②椿苗の育樹（植え替え）作業  （別紙資料参照） 

日程 ５月 31日（水） 

   場所 上山八幡宮敷地内（南三陸町志津川字上の山） 

   参加 地区住民および支援者 ８名 

 

③椿の避難路 下草刈り活動 

日程 ８月 21日（月） 

   場所 上山八幡宮敷地内およびその周辺地域 

（南三陸町志津川字上の山） 

参加 「福岡大学復興支援隊」等 約 20名 

内容 以前に植樹した「椿の避難路」の下草刈り作業 

を行った。 



 

－ 2 － 



 

－ 3 － 
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④東北学生支援団体 joystudy 活動受入 

日程 ９月 12日（火）～13日（水） 

   場所 上山八幡宮敷地内 

（南三陸町志津川字上の山） 

      東山公園（南三陸町志津川字天王山） 

   参加 joystudyメンバー 32名 

内容 都内およそ 10 大学の学生で組織する東北支

援学生団体 joystudy によるボランティア活

動を受け入れた。同団体からは、復興支援イ

ベントの益金を椿の苗木購入などの資金と

して寄贈いただいた。 

 

（３）「南三陸椿くらぶ」の活動サポート 

 

町民団体「南三陸椿くらぶ」と連携し、「椿のきりこはがき」作り等を行う活動を行った。各地の

仮設住宅から志津川地域に戻られた方の貴重な交流の場となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）いがす大賞出場 

 

特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC)が中心となって開催している

震災復興支援活動コンテスト『 S（支え合い）-1グランプリ 第５回いがす大賞』に「南三陸 椿も

のがたり復興」の内容で応募・参加した。応募 27団体の中から書類選考を経た被災３県の７団体が、

２月 24日（土）に仙台市内（せ

んだいメディアテーク）にて開

催された公開審査会にて発表。

その結果、当会の応募内容が、

見事最優秀賞となる「いがす大

賞」を受賞した。 
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２．新しい市街地におけるコミュニティづくり     

 

２－１．復興公営住宅に関する取り組み 

 

南三陸町では平成 29年度中に８団地 738戸の復興公営住宅の整備が完了し、入居も終わった。入

居者自治会については、入居が遅く規模の大きい２団地（志津川東の西＝169戸、志津川中央＝147

戸）において想定より時間がかかったものの、全ての団地について設立された。 

ただ、これらの自治会の中心となっている機能は、共益費の集金や団地の共通費用（共用部の光熱

水費等）の支払といったこと（都市部のマンション管理組合と似ている）であり、お茶会等の入居者

間交流や要支援者の見守りといった住民間の相互扶助機能を有するところは一部にとどまった。 

このような状況の中、当会では入居者の意向を尊重しつつ、可能な限り豊かなコミュニティ活動を

育むことができるよう、自治会の設立支援と、設立後の自治会への伴走支援を以下の通り実施した。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・トヨタ財団 2016年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金  

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

・平成 29年度南三陸町くらしの懇談会運営補助及びコミュニティ活動紹介原稿作成業務 

（株式会社アークポイントからの委託事業） 

 

（１）復興公営住宅自治会の立ち上げ支援 

 

 復興公営住宅に入居した町民が、自治会設立までの期間を孤立せずに過ごすことができるように、 

町が主催する「くらしの懇談会」とも連携しながら、入居者自治会の設立を支援した。自治会設立

まで時間がかかった地区については、助成金を活用した交流会を当会主催で開催した。 

 

①志津川中央復興住宅 

 

平成 29年度始めに入居が進んだ住宅。自治会設立のために開かれた入居後の初の交流会（く

らしの懇談会）の場にて、住民間の意見相違が表面化。自治会について、仮設住宅のような日常

的な交流機能も持たせるべき（集会所を日常的に使いたい）と考える住民と、最低限の機能にと

どめるべき（集会所は正式な会合だけに使うべき）と考える住民がおり、険悪な雰囲気になった。 

住民間の対立がある中で、活動のスタンスをどう取っていくかが難しかったが、集会所に交流

の場があることのよさをより多くの方に感じていただくのがよいと判断し、自治会設立の動きと

並行して、当方主催・共催の交流会を開催し支援した。交流会の中で、他団地の取り組みの様子

等も紹介し、活動の重要性についても伝えるようにした。 

これらの支援もあり、自治会は 11月に設立となった。 

 

(i) くらしの懇談会（志津川中央地区（入居後）） 

日時 ７月９日（日）午前～午後 

 会場 志津川中央復興住宅集会所 
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 (ii) 手作りうちわワークショップ（南三陸椿くらぶと共催）       （別紙資料参照） 

日程 ６月 12日（月）  

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

参加 15名 

 

 

 

 

 

 

 (iii) 七夕飾りを作りましょう          （別紙報告参照） 

   日程 ７月 27日（木）  

  会場 志津川中央復興住宅集会所 

  参加 21名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(iv) 椿のたねっこ拾いバスツアー          （別紙報告参照） 

日時 10月４日（水）10：00～14：00 

 場所 南三陸町内 

参加 志津川中央復興住宅およびその周辺に

お住まいの方 16名 

内容 南三陸町内の椿の名所をバスで巡り、各

所で種拾いをしながら交流を深めた。拾

った種は、植樹用の苗づくりに使ったり、

交流会で使う椿油の材料として活用し

たりした。 
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他の自治会の活動紹介資料 
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②志津川東の西復興住宅 

 

入居は平成 28年度中にほぼ完了していたが、自治会設立が遅れていた団地。住民の交流が低調に

なっていた時期に、当方主催の交流会（バスでぐるっとまち巡りツアー）を開催し、交流が途切れな

いように支援した。 

自治会は９月に設立となった。 

 

(i) バスでぐるっとまちめぐりツアー      （別紙報告参照） 

日時 ７月３日（月） 10：00～14：00 

会場 南三陸町内 

参加 15名  
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（２）復興公営住宅入居者への支援活動 

 

住民自治会が設立された復興公営住宅の中で、自治会主催の行事や外部支援者による行事が一定程

度行われるようになったところについては、それらの様子を「復興まちづくり通信」に掲載・情報発

信する支援を継続して行った。通信は行事に欠席された方にも届け、参加を促した。 

主催行事の少ない団地や、冬季等に行事が少なくなる時期には、隣接する防災集団移転団地の方に

も門戸を開いた交流会を当方主催で実施し、団地間の交流の拡大にも努めた。 

 

①町営伊里前復興住宅 

前年度に引き続き、自治会の運営は順調に推移した。集会所の活用としては、自治会主催のイベ

ント、集会所に常駐する社会福祉協議会LSA主催のイベント、外部支援者との連携によるイベント

等が定期的に行われている。 

当方からは、隣接する防災集団移転団地の方との交流が深まるようなイベントの開催や「復興ま

ちづくり通信」を通じた情報発信等の伴走支援を行った。 

  

(i) 春のお茶っこ会＆桜餅づくり（他団体と共催）   （別紙資料参照） 

  日程 ４月14日（金） 

会場 伊里前復興住宅 集会所 

参加 ８名 

内容 ドコモショップ古川中央店の共催をいただ

き、参加者で桜餅を作っていただく交流会を

開催した。防災集団移転団地の方にも参加を

呼びかけた。 

 

 

(ii) 椿油でけんちんだんご汁を作りましょう    （別紙報告参照） 

  日程 ２月19日（月） 

会場 伊里前復興住宅 集会所 

参加 14名 
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－ 21 － 
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②町営戸倉復興住宅 

 

常駐する LSAのサポートが有効に機能している団地。仮設住宅時代からのご縁が続いており、外部

支援者主催のイベントも集会所を活用して行われている。当方からは、外部支援者のコーディネート

や、半年に１回程度のイベント開催、「復興まちづくり通信」を通じた情報発信等の伴走支援を行っ

た。 

 事業を進める中で、住民の中に復興公営住宅と隣接する防災集団移転団地との間の縦割り意識が垣

間見えることがあった（復興公営住宅のイベントに防災集団移転団地の方が参加すると、文句が出る

など）。そのような声を聞いた際には、両団地で１つの地域であることを粘り強く伝え続けるととも

に、両者が参加できるイベントを当方で企画するなどコミュニティの一体化に向け支援した。 

 

(i) ふるさとぐるっとバスツアー     （別紙報告参照） 

  日程 11月６日（月） 

  会場 南三陸町内 

 参加 18名 

 

 

 

 

 

 

(ii) 椿油でけんちんだんご汁をつくりましょう    （別紙報告参照） 

日程 ２月８日（木） 

  会場 戸倉復興住宅 集会所 

参加 19名 
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③町営志津川“東の東”復興住宅 

 

復興住宅自治会の活動に加え、仮設住宅時代の活動を引き継ぐ「高齢者クラブ」による自主活動

が活発に行われていた。高齢者クラブには復興住宅入居者に加えて、隣接する防災集団移転団地（こ

ちらは自治会がない）の住民も参加している。当初、町内の復興住宅の中でも、最も活動が活発な

地区であり、当方からの支援はイベントの様子を取材して「復興まちづくり通信」に掲載・情報発

信するところにとどめていた。 

ただ、年度後半に復興住宅自治会と高齢者クラブの関係がぎくしゃくしたことから、自治会支援

の一環として、当方主催の催事を開催した。 

 

(i) 椿花咲くまちづくりお茶会（これまでの活動の報告会）   （別紙報告参照） 

  日程 ３月 28日（水） 

  会場 志津川東復興住宅 第１集会所 

      （東の東集会所） 

  参加 17名 
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－ 30 － 

④志津川中央復興住宅 

 

自治会発足後は、自治会と共催で催事を開催。集会所の活用促進に協力した。 

 

(i) 椿油でけんちんだんご汁を作りましょう     （別紙報告参照） 

日程 １月20日（土） 

会場 志津川中央復興住宅 集会所 

参加 13名 
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２－２．新しい市街地形成に向けた取り組み 

 

 防災集団移転促進事業に参加する町民同士が集い、移転後の地域のあり方や住まい方を自分たちで

考えていくことが、復興後のスムーズなコミュニティ形成につながると考え、話し合いの場づくりを

支援した。 

本活動は、以下の助成事業の一環として実施したものである。 

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

 

①高台移転団地におけるコミュニティづくりの支援 

これまで支援を継続してきた高台移転団地のコミュニティ支援を以下の通り実施した。みねはた

団地については、６月に自治会が設立され、自主的なコミュニティ活動が始まった。 

 

(i) みねはた団地 自治会設立総会開催支援 

 日時 6月 4日（日）夕方 

 場所 みねはた団地集会所 

（南三陸町歌津字峰畑） 

 参加 団地入居者 約 30名 

  

みねはた団地自治会設立総会の様子 

 

(ii) みねはた団地内の交流活動の支援 

 日時 5月 28日（日）、８月６日（日） 

 場所 みねはた団地内（南三陸町歌津字峰畑） 

 参加 団地入居者 のべ約 60名 

内容 団地内の交流活動として、草花の植栽（５月 28 日）や草刈り（８月６日）の開催を支援

した。 

 

②高台移転団地・災害公営住宅間の交流の機会提供 

コミュニティの一体化に向け、高台移転団地の住民と復興公営住宅入居者がともに参加できるイ

ベントを開催、両者が互いに顔を合わせ、コミュニケーションを深められる場を提供した。 

 

(i) 夏休み流しそうめん大会      （別紙資料参照） 

 日時 8月 5日（土）11：00～14：00 

 場所 平成の森キャンプ場（南三陸町歌津字枡沢） 

 参加 地区住民 約 100名 

内容 「宮城県臨床心理士会ママカフェ」「平成の森

アリーナ開放チーム」の共催をいただき、歌津

地区の高台移転団地、災害公営住宅入居者、非

被災の住民等に呼びかけて、子ども連れでも参

加できる交流イベントして実施した。 
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３．町民によるまちづくり活動に関する情報収集・発信活動 

 

３－１．「南三陸復興まちづくり通信」の発行 

 

 上述のような各地域の取り組みや町の復興状況、町民によるまちづくり活動の様子を、月１回発

行の「南三陸復興まちづくり通信」に掲載して配布した。当初、毎号 500部発行を予定していたが、

各団地からの配布要望が大きくなり、最終的には 950部まで発行部数が増加した。この紙面を通じ

て、各団地の取り組みが他の団地にも波及するように促した。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・トヨタ財団 2016年度国内助成プログラム（東日本大震災特定課題）助成金  

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金助成金 

 

 ①４月 第 34 号発行 

   内容 三陸道「南三陸海岸ＩＣ」が供用開始！ 

災害公営住宅の整備完了！～町営志津川中央復興住宅で竣工式～ 

志津川東公営住宅で「くらしの懇談会」 

手打ちそばで公営住宅入居者もてなす 長野須坂市・山あじさいの会戸倉団地を訪問 

春を呼ぶ花寿司を作ってみよう！～伊里前復興住宅で住民の交流会～ 

 

②５月 第 35 号発行 

内容 南三陸歌津に新商店街「ハマーレ歌津」オープン！ 

防災拠点が復旧 ５月１日運用開始 ～南三陸消防署歌津出張所が竣工～ 

椿油のけんちん汁で親睦を深める～戸倉公営住宅の入居者が交流会～ 

伊里前復興公営住宅で自治会の総会 

春にちなんだ和菓子作りに挑戦！～伊里前復興住宅で住民の交流会～ 

 

③６月 第 36 号発行 

   内容 新たな地域交流拠点完成！ 歌津総合支所で開庁式 

「地域支え合いモール」建設で説明会 ／ 「歌津復興マップ」を地区全世帯に寄贈 

西宮ロータリー 被災地支援でツバキ植樹 

防集みねはた団地で自治会の設立総会 

 

④７月 第 37 号発行 

   内容 2556 人が来場、プロの迫力を楽しむ～楽天イーグルス平成の森球場で 2 軍公式戦～ 

宝塚市ボランティアが伊里前復興住宅を訪問 

高台移転団地集会所で「お手玉交流会」 

「マイうちわ」で夏を乗り切ろう！～中央復興住宅で手作りうちわの会～ 

志津川東復興住宅で“男の料理教室” 

復興みなさん会の総会を開催しました 
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⑤８月 第 38 号発行 

   内容 ビーチに歓声戻る！ 「サンオーレそではま」7 年ぶり再開 

バスでぐるっとまちめぐり ／ 山形の和尚さんが 団地住民と笑顔の交流 

入居者集い 広がる笑顔～志津川東復興住宅で落語の演芸会～ 

集会所で七夕飾りづくりに挑戦！～志津川中央復興住宅で住民の交流会～ 

 

 ⑥９月 第 39 号発行 

   内容 復興市街地にウジエスーパー南三陸店再開！買い物便利に 

助成団体が活動の成果を発表 ／ グラウンドゴルフで住民交流 

平成の森で「夏休み流しそうめん大会」 ／ 福岡大生が被災地支援で下草刈り 

 

 ⑦10 月 第 40 号発行 

   内容 南三陸町役場新庁舎完成！ 震災の教訓を生かし高台に再建 

天王山中央自治会が設立総会開催！ 志津川東復興住宅に 2 つ目の自治会誕生 

集団移転先でも仲良く交流～みねはた団地で初めての夏祭り～ 

公営住宅集会所にクラシックの音色響く～神戸フィルハーモニックがコンサート～ 

住民の交流拠点が完成 盛大にこけら落とし 

 

 ⑧11 月 第 41 号発行 

   内容 東北支援学生団体ジョイスタディがボランティア 

～上山八幡神社で椿の下草刈り作業～ 

戸倉地区に町産材 100％の板倉住宅 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 

椿のタネひろいツアーで復興状況を見学～中央復興住宅入居者が町内巡り～ 

高台移転みねはた団地で“芋煮会” 

トヨタ財団の助成団体が活動を中間報告 

 

  ⑨12 月 第 42 号発行 

    内容 三陸道「歌津インター」が供用開始！ ／ 志津川中央復興住宅に自治会誕生！ 

ペタンクで楽しくスポーツ交流～ＡＮＡ成田の社員が復興公営住宅訪問～ 

モアイバスで復興状況を見学～戸倉復興住宅入居者らが町内巡り～ 

デューク・エイセスの大須賀さんが演奏会 

 

  ⑩１月 第 43 号発行 

    内容 志津川東地区の高齢者クラブが「お茶会」で交流 

富山名物「ます寿司」で入居者もてなす～浄土真宗の僧侶らが戸倉復興住宅を訪問～ 

ボランティアがＸＭＡＳコンサート 

浦島浩司さんがライブコンサート～伊里前復興公営住宅でＸマスパーティ～ 

高台移転みねはた団地で“クリスマス会” 

「歌津地区復興支援の会一燈」がネットワーク会議 
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  ⑪２月 第 44 号発行 

    内容 志津川保育所高台に移転 落成式 ／ 歌津に交流施設「かもめ館」オープン！ 

志津川中央公営住宅自治会が新年会 

伊里前復興住宅自治会が研修会＆新年交流会 

高台移転みねはた団地でクリスマス交流会 

 

  ⑫３月 第 45 号発行 

    内容 地域支え合い活動をたたえる「Ｓ-１グランプリ いがす大賞」 

「復興みなさん会」が受賞! 

町産材の板倉の家完成 見学会に 68人！ 

生涯学習センター着工！ 来春供用開始予定 

椿油のけんちん汁で親睦を深める～戸倉公営住宅の入居者が交流会～ 

公営住宅入居者が椿油のけんちん汁で交流（志津川中央復興住宅） 

 

 

３－２．『復興みなさん会 コミュニティ支援のあゆみ』の発行 

 

 当会が震災後７年間に亘って取り組んできた課題と、そ

の解決のために試行錯誤しながら進めてきた活動内容を、

時系列に沿って 24 ページに整理した冊子『復興みなさん

会 コミュニティ支援のあゆみ』を 300部発行した。 

東日本大震災のような大規模災害が起きたときに、何ヵ

月後・何年後にどのような課題が生まれてきて、その解決

のきっかけはどこにあるのか。当会の取り組みは、その１

つの例にすぎないが、後世に何かのヒントが残せれば、と

いう想いからまとめたもの。 

本活動は、以下の委託事業・助成事業の一環として実施したものである。 

・大阪コミュニティ財団 東日本大震災及び原発災害からの復旧・復興活動等支援基金 助成金 

 

 

３－３．『南三陸町コミュニティ活性化のための活動紹介』への記事提供 

 

「平成 29 年度南三陸町くらしの懇談会運営補助及びコミュニティ活動紹介原稿作成業務（株式会

社アークポイントからの委託事業）」の一環として、町役場が発行したパンフレット『南三陸町コミ

ュニティ活性化のための活動紹介』に記事と写真を提供した。 
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４．関係主体との情報交換・連絡調整 

 

 今後の支援に必要な情報・ノウハウを習得するために、他主体が主催する研修・視察等に参加し情

報交換を行った。加えて、今年度は、他主体からのヒアリング依頼も多くあり、会員で分担して対応

した。 

 

①日本公共政策学会 2016年度研究大会 参加 

日時 ６月 18日（日）12：20～15：50 

会場 国立大学法人富山大学 五福キャンパス内（富山県富山市） 

   内容 「コミュニティエンパワメント研究会」への協力の一環として、連名にて「合併旧町のレ 

ジリエンス―南三陸町歌津地区を事例に―」と題して報告を行った。当該内容については、 

３月発行の論文誌『静岡県立大学・経営情報学部 研究紀要「経営と情報」』に掲載され 

た。 

 

②コミュニティエンパワメント研究会 ヒアリング対応 

日程 ７月８日（土）～10日（月） 

内容 会員が聞き取りに対応した他、関係者の紹介・日程調整等を行った。 

 

③公益財団法人大阪コミュニティ財団活動報告会 参加 

日時 7月 13日（木）午後 

会場 主婦会館プラザエフ 

（東京都千代田区六番町） 

内容 大阪コミュニティ財団「東日本大震災及び原発

災害からの復旧・復興活動等支援基金」による

助成事業の成果について「再建される新市街に

おけるコミュニティ再生支援事業」と題して助

成事業の成果を報告した。 

 

④特定非営利活動法人 地星社からのヒアリング対応 

日程 ８月３日（木） 

会場 後藤代表宅 

   内容 会の活動の経緯に関するヒアリングに対応した。 

 

⑤トヨタ財団「東日本大震災特定課題」助成プログラム 

助成対象団体中間報告会 参加 

日程 ９月 22日（金） 

会場 りくカフェ（岩手県陸前高田市） 

内容 助成７団体が、「復興公営住宅などにおける良

好なコミュニティづくり」をテーマにそれぞれ

の活動について報告した。 
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⑥レスキューストックヤード 七ヶ浜被災地学習 ヒアリング対応 

日程 10月 22日（日） 

会場 上山八幡宮 社務所 
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５．団体運営に関する事項 

 

 ５－１．総会の開催 

 

   定時社員総会を以下の通り開催した。 

    日時 6月 29日（木）14：20～16：00 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 平成 28年度事業報告、決算について 

       平成 29年度事業報告、予算について 

 

 ５－２．理事会の開催 

 

  ①第１回理事会 

    日時 6月 29日（木）14：10～14：20 

    会場 上山八幡宮 社務所 

    内容 平成 29年度活動計画、予算について 

平成 28年度活動報告、決算について 

 

  ②第２回理事会 

日時 11月 30日（木）13：10～16：00 

会場 上山八幡宮 社務所内 

    内容 次年度の復興みなさん会の活動、組織について 

 

 ５－３．例会の開催 

 

 事業の進捗に関する情報共有・協議のため、会員を中心とした例会を以下の通り、18回開催した。 

４月 12日（水）、４月 28日（金）、５月 16日（火）、６月９日（金）、６月 29日（木）、 

７月 10日（月）、７月 27日（木）、８月 10日（木）、８月 25日（金）、９月６日（水）、 

９月 26日（火）、10月 16日（月）、11月 13日（月）、12月 12日（火）、１月 26日（金）、 

２月 15日（木）、３月８日（木）、３月 18日（日） 

 

（以上） 
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